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口 口
rtlVIUK HIKO / HIKOP ヒコ／ヒコピー

ランディングアプロ ー チ

グライダーを乗リ換えた時、最も難しく

感じるのがランディングアプロ ー チです。

クラスが上がれば、速度は速 くなリ、

サー マルヘの反応も良くなリます。空中

ではあリがたいこの特性はアプロ ー チ

を難しくさせます。

1機目KOYOT5 からの 乗リ換えで

HOOK6と言う場合、あまリ苦労せず

アプロ ー チできるの は、HOOK6は

KOYOT5同様に低速が効くためだと

思います。

HOOK6からIKUMA3に乗リ換えた

方でアプロ ー チ に苦労している様子

をた まに見かけます。

上記は あ く までも私の印象 です が、

アプロ ー チでストレスを感じるようで

す とフラ イトの面白みが半減して

しまいます。特に日本ではランディング

少し性能を上げて HIKOと言う選択

は、アプロ ー チでのストレスもあまリ

感じず良いように思います。

HIKO P インプレッション

まず広げて 見ると 、サラ サラと した

質感から、生地 は最近のNIVIUKが

使用している軽量生地が採用されて

い るのがわか リ ま す 。 ラ イザ ー は

HI K Oと 同 じ もの で 、 軽 量 を追求

しすぎず使用しやす さを優先した

作リと なっています。テイク オフは

KLIMBER3P譲リの簡単さ。ほんの
が狭い場所が多いので、アプロ ー チ

少し力を加え て あげると紙のように
は余力をもって臨みたいところです。

起き上がってきます。感動的な立ち
そのような意味で、HOOK6からもう

上がリです。空中での印象 は、翼が

軽い分、 ノ ー マル版に比べるとやや

動 く感じがしました。ただ、サー マル

に反応 しやす いという点では、 操縦

を マスタ ー す る上で感じておくべき

動きかもしれません。その他は、HIKO

と大きな違い は感じ ま せ んでした。

パッキングに関しては、生地が滑リ

やす いと言うこともあ リ、 コンセル

チ ナバックを使用す るのが 良さそう

です。

まとめ

さてさて、総括です。HIKO&HIKO Pの

選択肢としては3機目でちょうど良いの

ではとの印象です。3機目＝ハイエンドB

では少々荷が重い。2.5ライナ ーと か

難しそう・ ・。それでもオ ートマチック

なHOOK6からさらに操縦を覚え て

ステップアップを、と言う方にぜひ

オススメしたいグライダーです。

Report: 

富土見パノラマパラグライダースク ール

校長岡田直久
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